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1 廖育群「我所認識的山田慶兒先生」『国際漢学』2000 年 2月、57–65頁。





























図 1. 訳著『古代東亜哲学与科技文化』  図 2. 訳著『中国古代医学的形成』




























医史学分会主任委員。梁永宣氏は、1999 年と 2007 年に笹川医学奨学金を得て、
茨城大学で 1 年ずつ客員研究を行っている。1999 年の滞在中には、日文研の栗
  5 馬継興等編『日本現存中国稀覯古医籍叢書』北京：人民衛生出版社、1999 年。
  6 馬継興等編『海外回帰中医善本古籍叢書』北京：人民衛生出版社、1999 年。
  7 馬継興等編『海外回帰中医善本古籍叢書・続』10 冊、北京：人民衛生出版社、2010 年。
  8 曹洪欣主編『海外回帰中医古籍善本集粋』北京：中医古籍出版社、2005 年。





























している 13。2015 年 5 月、梁氏は北京中医薬大学を代表して、第 1 回中日韓三
国共同参加の『傷寒論』学術シンポジウムを主催した。 
現在、梁氏は中華医学会医学史分会的主任委員として、2013 年には中華医史
の QQ 公式アカウントを、また 2014 年には医学史研究の Wechat 公式アカウン
トを開設している。QQ には全国から 313 名の医学史教育研究者や、修士・博

















（2013 年）；「日本各地収蔵中医古籍的図書館（二）国立公文書館内閣文庫」同 8（3）（2013 年）；
「日本各地収蔵中医古籍的図書館（三）静嘉堂文庫」同 8（5）（2013 年）；「日本各地収蔵
中医古籍的図書館（四）杏雨書屋」同 8（7）（2013 年）；「日本各地収蔵中医古籍的図書館（五）
京都大学」同 8（11）（2013 年）；「日本各地収蔵中医古籍的図書館（六）東京大学」同 8









14 郭秀梅・岡田研吉編『傷寒論攷注 上・下（附 金匱要略攷注）』北京：学苑出版社、2001 年；
『素問攷注 上・下（附 四時経攷注）』学苑出版社、2002 年；『本草経攷注 上・下（附 枳園叢
攷）学苑出版社、2002 年；郭秀梅・岡田研吉編、森立之ら定補『本草経集注』学苑出版社、









図 13. 校注『素問釋義』 図 15. 校注『医籍考』図 14. 訳著『日本漢方典籍辞典』 






















15 梁嶸 「中日伝統医学中舌診図的特征及其医学観的探討」『自然科学史研究』22（4）（2003 年）；
同 「《敖氏傷寒金鏡録》在日本流伝情況的若干調査」『中華医史雑志』33（1）（2003 年）；













2016 年、日文研は創立 29 年目を迎える。日本に滞在したことのある中国の
医学史研究者にとって、日文研に滞在した日々は人生の中で忘れがたい経験と
なっている。ここで私たちは中日医学交流の絆を結び、これからも私たちの手
でこの絆を深めていきたいと思う。私たちはいつか日文研に再び集まり、医学
史の元教員と現教員と一緒に記念写真を撮りたいと思う。 
（翻訳：陳凌虹）
